
須貝先生　　（３０分）　GPとしての取り組み

　 　 　 　

　 　

医療が対象とするものに疾病と障害がある。どのような疾病や障害に対しても治療学が先行しその後を予防学が追従していって医
療が進歩してきた。医療のカバーする範囲は拡がりつつあり美容的な分野までがその範疇と考えられる向きもあるがそこには明確
な線引きが必要であると考えている。歯科医療が対象にする歯列不正は障害として捉えられ、その治療法と予防法がなければなら
ない。歯列不正を永久歯列完成まで放置してその時点で矯正治療を始めるべきという考え方も一理あるが、医療の立場から考えれ
ばその予防法を考えるべきではないだろうか。今回GPとして予防できる歯列不正と矯正治療を行わなければならない歯列不正の
見きわめ方を提案してみたい。

河井先生　　（１５分）　口腔内悪習癖に対する取り組み
   

歯列不正の原因は歯牙の萌出位置や大顎骨との
バランスなどの問題の他に、口腔内の悪習癖が
考えられます。歯列不正の大きな原因の一つで
もある口腔内悪習癖の存在をきちんと捉えてお
くことはスムーズに咬合誘導を行ううえでは非
常に重要です。現在歯列不正の予防、歯列改善、
効率的な矯正、矯正後の後戻り防止を目標に、
口腔内悪習癖改善のための訓練を行い、バラン
スよく口腔周囲を使用することを促すように取
り組んでおります。今回は悪習癖の中でも開咬

などの原因となる舌癖と、上下正中のずれなどの原因となる偏咀嚼に絞ってその診断と予防、実際の訓練などについて発表したい
と思います。

中村先生　　１５分　呼吸法と歯列不正
　


